
今後の方向性

二次評価

課長 部長 前回 今回 推進本部
1-02-01 企画政策課01 広報事務事業 　広報誌発行（広報誌配布）、ホームページ、市内放送などにより行政情報や市民活動、

イベント、緊急情報などを市民等に周知する。
１カ月当たりの広報誌印刷部数

部 13,846 14,600
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)

環状ルート　利用者数 人 31,154 32,000

ミニバス　利用者数 人 16,092 16,500

1-02-03 企画政策課03 自治振興事業 　自主的なコミュニティ活動を促進するとともに、行政と地域との良好な協力体制を築き、
協働による豊かで魅力あるまちづくりを支援するため、活動に必要な助成を行う。 - - - -

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

相談者利用人数
人 185 190

要望書・陳情書・ホームページ
に寄せられた件数 件 218 250

1-02-05 企画政策課05 タウンミーティング事業 　市民と市長等が、市政に関する対話を行うことにより、市政について幅広く市民の意見
を聴取し、また、市政に対する市民の理解を深めることを目的として実施している。

市長等と市民による懇談会

件 0 1
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)

1-02-06 企画政策課06 地方創生交付金関係事業 　市民が市政に関する問題をソーシャルネットワーキングサービスを利用し、行政の担当
者に直接対話を行うことにより、市民の意見を聴取し、また、市政に対する市民の理解を
深めることを目的として実施している。

登録申込人数

人 2,083 2,000
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
終了･完了 終了･完了

1-03-01 情報推進課01 地域情報化推進事業 インターネット等を利用して、必要な情報を入手できるよう、インターネットが閲覧できるパ
ソコンを提供するとともに、活用する際のサポートを行う。

インターネットパソコン利用者数

人 33 36 継続 継続 継続 継続 継続

1-03-02 情報推進課02 電子申請推進事業 奈良県と県下自治体が共同して電子申請・施設予約ASPシステムを利用している。市民
が自宅等のパソコン・携帯電話からインターネットを経由して、施設予約、生涯学習講座
の申し込みや、大型ゴミの収集依頼等の電子申請を行う。

電子申請件数
件 181 200 継続 継続 継続 継続 継続

総会への参加率
％ 71 69

研修会等への参加率
％ 56 56

総
務
財
政
課

2-01-01 総務財政課01 行政相談事業 ①行政相談：年間を通じて毎月第2・3・4木曜日を新庄庁舎・忍海集会所・當麻文化会館
で、また１０月を「行政相談週間」として新庄庁舎において行政相談所を開設し、行政相
談を受けている。

行政相談件数

件 36 40 継続 継続 継続 継続 継続

2-02-01 生活安全課01 交通安全対策事業 交通安全啓発看板の設置。信号機、交通規制等の警察との協議。交通対策協議会及び
交通安全母の会による交通安全啓発事業の実施。並びに幼児２人同乗用自転車購入
者に対し補助金の交付を行う。

市内交通事故件数

件数 159 150 継続 継続 継続 継続 継続

2-02-02 生活安全課02 駅前自転車等駐車場維持管理
事業

磐城駅駐輪場の管理及び、その他市内駅前駐輪場の整理を業者等に委託する。
また、新庄地域はふれあい作業所、當麻地域は葛城市就労継続支援Ｂ型事業所に週2
回、市駐輪場の自転車整理をお願いしている。

磐城駅前駐輪場利用台数

台数 1,908 2,000 継続 継続 継続 継続 継続

2-02-03 生活安全課03 放置自転車対策事業 放置禁止区域等に放置されている自転車等を警察へ照会の上、回収・撤去する。 放置自転車撤去台数
台数 10 0

継続
(要改善)

継続 継続 継続 継続

2-02-04 生活安全課04 違法駐車車両撤去事業 市有地内または道路に違法駐車された車両を警察に盗難車か否か照会の上、適切に処
理する。

違法駐車車両撤去台数
台 0 0 継続 継続 継続 継続 継続

市内刑法犯の犯罪認知件数
件数 189 160

市内の身近な犯罪認知件数
（空き巣・乗り物盗・車上ねらい
等）

件数 85 80

2-02-06 生活安全課06 安心・安全なまちづくり支援事
業

街灯の設置・取替に対し補助金を交付する。また、自主防犯・防災活動に対し協力を行
う。

市内自主防犯組織率
％ 11 11 継続 継続 継続 継続 継続

備蓄食糧品等確保数目標達成
率

食糧
水

(％)

100.0
100.0

100.0
100.0

自主防災組織の結成率
％ 100.0 100.0

2-02-08 生活安全課08 防災行政無線維持管理事業 機器の維持管理・設置等を行い、防災・行政情報を提供している。 戸別受信機設置・修理件数
件 11,746 200 継続 継続 継続 継続 継続

2-02-09 生活安全課09 有線放送施設維持管理事業 個人・開発事業者の有線の新規設置業務及び個人宅・電柱間の有線・公民館等に設置
のアンプ等の故障箇所の修理等を行い、防災・行政情報等を提供する。

有線放送施設修理
回 200 - 終了･完了 終了･完了 統合･連携 終了･完了 終了･完了

消防団員数 人 124 130

消防団出動回数 回 11 9

2-02-11 生活安全課11 消防施設整備事業 開発指導による消火栓や防火水槽の設置及び市が消火栓や防火水槽を設置することに
より、火災時に円滑な消火活動がおこなえる。

消火栓・防火水槽の新設箇所
基 3 4 継続 継続 継続 継続 継続

2-03-01 税務課01 たばこ税賦課事務 　たばこ税を適正且つ公正に課税すべく、申告書受理、調定事務等を行う。また、たばこ
税は購入市町村に納められることから、市の財政基盤の確保に寄与するため、たばこの
市内での購入をＰＲ・啓発する。

たばこ税収入済額

千円 222,336 221,000 継続 継続 継続 継続 継続

2-03-02 税務課02 ふるさと応援寄付事業 ふるさとや地方自治体の様々な取組を寄付金で応援する仕組みである。寄附を行うこと
により寄付額から2000円を引いた額（上限あり）が、所得税等(住民税)から控除される。
寄付金額に応じ地域資源を活用した特産品等を返礼品として寄付をいただいた方に送
付し、市のＰＲを行う。

寄付金入済額

千円 1,480 2,000 継続 継続 継続 継続 継続

収
納
促
進
課

2-04-01 収納促進課01 市税徴収事務 滞納市税を徴収することにより収入未済額を減らし、安定した財源の確保に努めるととも
に納税の公平性を保つ。

収納率（現年課税分）

％ 99 99 継続 継続 継続 継続

管
財
課

2-05-01 管財課01 庁舎管理業務 庁舎及び庁舎敷地内において、下記のような日常的または定期的な業務をそれぞれの
専門業者に委託している。
（日常・定期）清掃業務、施設設備等保守点検、電気保安業務、電話交換機保守業務、
昇降機保守業務、緑化植栽等管理業務、電話交換業務、當麻庁舎分庁舎・レセプト室警
備）空調設備の稼働は職員で行っている。
庁舎不良箇所の修繕に係る発注、契約、及び検査。

施設内での事故件数

件 0 0
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)

3-01-01 市民窓口課01 人口統計業務 毎月末において人口統計表を作成して、市民窓口課での希望者への配布・二庁舎での
掲示・市ホームページ掲載・広報記載・県統計課への報告を行っている。

人口表の作成
回 12 12 継続 継続 継続 継続 継続

3-01-02 市民窓口課02 総合窓口業務 當麻庁舎市民窓口課　（環境課所管　犬の登録等業務・犬猫引き取り業務・火葬場使用
許可及び手数料徴収業務・生ごみ処理機購入費助成事業申請書取次業務）（水道課所
管　料金徴収業務・閉栓及び名義変更取次業務）（クリーンセンター所管　清掃手数料徴
収業務・ごみカレンダー及びごみコンテナ配布業務）（生活安全課所管　防災行政無線業
務・防災マップ配布業務）（企画政策課　広報配布・バス時刻表案内業務・無料法律相談
予約取次業務）　新庄庁舎市民窓口課（教育委員会学校教育課　就学及び異動通知書
発行・学齢児の異動連絡業務）（商工観光課　観光案内業務）（水道課所管　閉栓及び名
義変更取次業務）（生活安全課所管　防災行政無線業務・防災マップ配布業務）（企画政
策課　広報配布業務）で実施。また両庁舎への来庁者に各課への案内業務を実施して
いる。

住基・戸籍異動に伴う各種届出
及び案内

件／年 3,290 3,400
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

総
務
部

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続

継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続継続

継続 継続

コミュニティバスの運行事業
継続

(要改善)
継続

(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

消防団の人事管理、施設管理、団員表彰、福利厚生等
継続

防災対策事業

市
民
窓
口
課

情
報
推
進
課

生
活
安
全
課

税
務
課

生活安全課07

生活安全課05

2-02-07

1-03-03 情報推進課03 市統計調査員会事務

2-02-10
継続 継続

企
画
部

相談事業

企
画
政
策
課

　市統計調査員会事務：基幹統計調査を正確かつ円滑に遂行することができるよう、市
内全域にわたり、各区における統計調査員の安定的確保に努めており、会員相互の協
力と連携を維持・強化することができるよう、補助金を交付し、研修、親睦会等の活動
等、組織の維持発展を支援している。

企画政策課04

二次評価

推進本部

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続 継続

平成３０年度事務事業評価一覧表 Ⅰ

今後の方向性
整理
番号

担当
所属 29年度

実績
指標名 単位

成果指標

※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。

目標
一次評価シート名 事務事業の具体的内容事務事業名

　随時市民から寄せられる市政に関する要望、陳情等に対し、担当部署等と連絡を取り
合い、適切な処理を行う。毎月市内２か所（新庄庁舎・當麻文化会館）にて無料法律相談
所を開設し、弁護士への相談の機会を広く市民に提供している。

1-02-02

継続

継続

1-02-04

企画政策課02 　葛城市コミュニティバスを運行することにより、市内公共施設へのアクセスを高め、公共
施設の有効利用を図るとともに、地域間を運行し利便性を高める。

消防団運営事業

　既存木造住宅の耐震化支援、防災倉庫の食糧品等の備蓄管理、防災用機器等の保
守管理、避難所誘導の整備や地域における自主防災組織の結成など平時からの災害
に対する体制整備や市民の備え意識を高めていく。地震、風水害、大規模火災等の災
害発生時に的確な対応をするための防災体制の充実を図り、市民の生命・財産を守る。

2-02-05 各種団体と連携し、市内巡回及び啓発活動を行う。安心・安全なまちづくり事業

生活安全課10
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今後の方向性

二次評価

課長 部長 前回 今回 推進本部

二次評価

推進本部

平成３０年度事務事業評価一覧表 Ⅰ

今後の方向性
整理
番号

担当
所属 29年度

実績
指標名 単位

成果指標

※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。

目標
一次評価シート名 事務事業の具体的内容事務事業名

3-02-01 保険課01 乳幼児医療費助成事業 対象者は出生届時、転入時に制度の周知を行い、資格取得申請書類の確認後、対象者
に医療費受給資格証を交付し、県内においては保険医療受診時に医療機関等の窓口
へ提示することで、自動的に負担された医療費の一部を償還支払により助成している。
また、県外での保険医療受診分については、市役所窓口へ申請されることで、負担され
た医療費の一部を償還支払により助成している。

医療費の助成件数

件 32,115 33,000 継続 継続 継続 継続 継続

3-02-02 保険課02 心身障害者医療費助成事業 手帳交付時、転入時等に制度の周知を行い、提出された資格取得申請書により資格審
査を行い、資格取得できる方には医療費受給資格証を交付し、県内においては保険医
療受診時に医療機関等の窓口へ提示することで、自動的に負担された医療費の一部を
償還支払により助成している。また、県外での保険医療受診分については、市役所窓口
へ申請されることで、負担された医療費の一部を償還支払により助成している。

医療費の助成件数

件 6,484 7,000 継続 継続 継続 継続 継続

3-02-03 保険課03 ひとり親家庭等医療費助成事
業

戸籍届け出時、転入時等に制度の周知を行い、提出された資格取得申請書により資格
審査を行い、資格取得できる方には医療費受給資格証を交付し、県内においては保険
医療受診時に医療機関等の窓口へ提示することで、自動的に負担された医療費の一部
を償還支払により助成している。また、県外での保険医療受診分については、市役所窓
口へ申請されることで、負担された医療費の一部を償還支払により助成している。

医療費の助成件数

件 10,302 11,000 継続 継続 継続 継続 継続

3-02-04 保険課04 重度心身障害老人等医療費助
成事業

手帳交付時、転入時等に制度の周知を行い、提出された資格取得申請書により資格審
査を行い、資格取得できる方については台帳登録し、後期高齢者医療制度より提供され
る医療費情報を基に自動的に負担された医療費の一部を償還支払により助成している。

医療費の助成件数

件 7,619 7,700 継続 継続 継続 継続 継続

特定健診受診率
％ 0.3 1

人間ドック受診実績

％ 1.0 1

医療費通知の通知件数
件 25,730 0

ジェネリック差額通知の通知件
数 件 2,125 0

3-02-07 保険課07 子ども医療費助成事業 対象者は出生届時、転入時に制度の周知を行い、資格取得申請書類の確認後、対象者
に医療費受給資格証を交付し、県内においては保険医療受診時に医療機関等の窓口
へ提示することで、自動的に負担された医療費の一部を償還支払により助成している。
また、県外での保険医療受診分については、市役所窓口へ申請されることで、負担され
た医療費の一部を償還支払により助成している。

医療費の助成件数

件 24,777 25,000 継続 継続 継続 継続 継続

3-02-08 保険課08 老人医療費助成事業 低所得世帯の老人に対し医療費の一部を助成する。 医療費の助成件数

件 0 0 終了･完了 終了･完了

4.11人権を確かめあう日記念集
会の参加者

人 192 195

7月の差別をなくす市民集会の
参加者

人 470 470

3-03-02 人権政策課02 人権政策事業 ①忍海集会所の清掃・管理業務：忍海集会所の清掃及び消防設備点検等を業者委託し
ている。
②団体との連絡調整：団体に研修会の参加要請を図り、団体との円滑な連絡調整を通じ
人権施策の推進を図る。
③人権施策協議会：人権施策協議会委員により会議を開催し、差別のないまちづくりを
目ざすため、市の人権施策について検討する。
④差別事象関係：二度と差別事象が起こらないように検証する。

差別事象発生件数

件数 0 0 継続 継続 継続 継続 継続

3-03-03 人権政策課03 人権相談事業 ①人権相談：年間を通じて毎月第2・3・4木曜日を新庄庁舎・忍海集会所・當麻文化会館
で、また6月1日を「人権擁護委員の日」として新庄庁舎において人権相談所を開設し、人
権相談を受けている。

人権相談件数

件 31 30 継続 継続 継続 継続 継続

3-03-04 人権政策課04 男女共同参画事業 ①女性対策：市民が研修会に参加し、男女共同参画について、知識を深めてもらう。
②男女共同参画推進連絡協議会：県及び市町村による男女共同参画担当者の協議会
を開催し、男女共同参画の推進を図る。

審議会委員等の委員の女性登
用率 ％ 20.5 20.5 継続 継続 継続 継続 継続

3-03-05 人権政策課05 人権教育推進事業 ①地区別懇談会：差別のないまちづくりのため懇談会を開催し、お互いの人権が尊重さ
れる社会を実現する。

地区別懇談会の参加者数
人 496 496 継続 継続 継続 継続 継続

屋外広告物許可等件数

件 80 200

違反簡易広告物除却件数

件 39 100

不法投棄物の処理費用 千円 0 0

不法投棄監視カメラ設置台数 台数 0 2

不法投棄防止フェンス設置箇
所

箇所 1 0

狂犬病予防注射接種済み頭数 頭 1,321 1,270

犬の登録数 頭 1,794 1,800

ゴミの減量化
トン 10,161 9,160

資源物

トン 1,304 1,440

3-04-05 環境課05 地球温暖化防止対策事業 葛城市の事務事業における温室効果ガスの排出抑制ならびに市民・事業者への啓蒙啓
発。

温室効果ガス排出量

％ 101 80 継続 継続 継続 継続 継続

3-04-06 市営葬儀場執行率
（火葬件数／死亡件数） ％ 93.9 95.0

火葬炉稼働率
（火葬件数／延べ火葬炉数） ％ 15.5 15.0

3-04-07 環境課07 葛城山麓公園管理事業 年間を通し公園施設である事務所、公衆トイレ管理、遊具の安全確保、植栽の管理剪
定、公園広場、遊歩道の清掃管理を行う。

公園利用者数

人 27,602 33,000 継続 継続 継続 継続 継続

3-04-08 環境課08 葛城市霊苑運営事業 市営墓地の墓参者が清々しく利用できるようシルバー人材センターに清掃、植樹の剪定
を委託、又利用者の増加を見込んで新規墓地の造成工事を行う。利用者及び区画の管
理。

墓地利用数

区画 1,339 1,325 継続 継続 継続 継続 継続

3-04-09 環境課09 破砕剪定枝等保管施設整備事
業

平成23年度に當麻クリーンセンターの解体工事、施設等発注仕様書作成業務、用地買
収業務等を実施した。
平成24年度に進入道路工事及び新クリーンセンター施設発注仕様書を作成した。
平成25年度には、前年度に引き続き進入道路工事及び新クリーンセンターの燃焼装置、
給じん装置、集塵機(ろ布)を製作した。
平成26年度には、新クリーンセンター建設工事（主に造成、地下掘削工事）及び高速破
砕機、有毒ガス除去装置の製作をした。
平成27年度には、地下部分の躯体工事を行った。
平成28年度には、新クリーンセンター完成

可燃ごみ処理量

ｔ 10,161 9,160 継続 継続 継続 継続 継続

3-05-01 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ01 クリーンセンター維持管理 クリーンセンターを維持管理するにあたり、清掃・警備・緑地植栽等管理・施設等管理・電
気保安・クリーンセンター内工事を実施する。

クリーンセンター内工事

千円 2,506 - 継続 継続 統合･連携 継続 継続
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生
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部

継続

継続

継続
(要改善)

継続

継続

継続

継続 継続

継続 継続

継続
(要改善)

継続

継続

特定健康診査事業にあっては、県内実施機関での個別健診の他、春、秋の集団健診、
人間ドック等のメニューを提供、対象者へは５月下旬に、受診に必要な受診券を送付（平
成２４年度からは受診習慣をつける一助となるよう節目年齢対象者に対し無料クーポン
券を同封）し、事業のＰＲを行っている。
その他、保健事業を効果的に実施するため、医療費分析等を行い、計画の策定、実行、
見直しを随時行っている。

①人権を確かめあう日記念集会：4月11日に毎月11日は人権を確かめあう日としてあか
ねホールで講演会を開催。
②差別をなくす市民集会：7月は、差別をなくす強調月間ということで、マルベリーホール
において、講演会等を開催。
③各種研修会・集会　　：年間を通じて各種研修会・集会等を開催。
④街頭啓発等の啓発活動：毎月11日は、人権意識の高揚を図るため、市内を車両により
巡回街頭啓発を行う。

継続

継続
(要改善)

継続

継続

継続

3-04-03

保
険
課

3-02-05

3-04-02

3-04-01

3-03-01 人権啓発事業

環境公害対策事業

保険課05 国保保健事業事務

継続

統合･連携 統合･連携 継続

環境課02 不法投棄物対策事業

継続

・一般廃棄物収集運搬業の許可
・缶・ビン・不燃物専用コンテナの配布
・再生資源集団回収助成
・家庭用生ゴミ処理機購入助成
・おひさま堆肥

継続

屋外広告物事業：屋外広告の乱立や危害の防止のために屋外広告物法に基づく適正な
屋外広告物の許可事務を行う。また、違反広告物には、改善指導や住民参加制度によ
る簡易除却を行っている。市内一斉清掃：年２回清掃を行う。
環境検査：河川の水質検査と市内11ヶ所の騒音検査を年1回ずつ実施。平成24年度よ
り、自動車騒音常時監視業務を実施
公害等苦情処理：申し立てにより現地調査等を行い、行為者に適正化を求める。場合に
よれば、関係機関へ連絡し改善を図る。

環
境
課

人権政策課01

環境課04

継続

継続

継続

継続 継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続

継続

環境課01

不法投棄産業廃棄物処理（通年）
不法投棄監視カメラ設置
不法投棄防止フェンス設置
地域支援活動

狂犬病予防接種の場を提供、及び啓発しその発生を予防、蔓延を防止し及びこれを撲
滅することにより公共衛生の向上公共福祉の増進を図ることを目的とする。

継続

狂犬病予防事業

環境課06 火葬場の運営および維持管理
事業

市民の葬儀にあたり、市営火葬場において、火葬場使用許可申請により死亡者等の火
葬を支障なく執行。

3-04-04

3-02-06 保険課06 国保医療費適正化事務 国保被保険者の対象者に対し医療費通知書および平成２４年度よりジェネリック医薬品
に関する差額通知書を送付し、使用された医療費を見返していただき適正な医療費の使
用を促す。

塵芥処理事業

環境課03

人
権
政
策
課

統合･連携
統合･
連携

継続

継続

継続

継続
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今後の方向性

二次評価

課長 部長 前回 今回 推進本部

二次評価

推進本部

平成３０年度事務事業評価一覧表 Ⅰ

今後の方向性
整理
番号

担当
所属 29年度

実績
指標名 単位

成果指標

※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。

目標
一次評価シート名 事務事業の具体的内容事務事業名

焼却残灰など運搬処分業務
焼却残灰等埋立処分業務 ㌧ 1,544 1,780

ごみ焼却施設運転管理業務
千円 86,378 86,378

3-05-03 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ03 不法投棄対策 家電リサイクル券の購入により、不法投棄物の内、家電リサイクル法該当品を処分す
る。

特定家庭用機器リサイクル業
務 千円 125 250 継続 継続 継続 継続 継続

3-05-04 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ04 犬猫等死体処理 犬猫等死体処理業務 犬猫死体処理業務
件 196 ― 継続 継続 継続 継続 継続

3-05-08 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ08 埋立処分地の管理 加守処分地の管理、太田処分地（タツ川）の管理 クリーンセンター内伐採工事
千円 434 450 継続 継続 継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

4-01-01 社会福祉課01 日中一時支援事業 障害者の日中の見守りの場を確保し介護者の負担を軽減。 利用人数

人 14 - 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-02 社会福祉課02 身体障害者訪問入浴サービス
事業

入浴困難な重度身体障害者家庭に訪問し、入浴サービスを実施。 利用人数
人 3 - 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-03 社会福祉課03 身体障害者更生訓練事業 生活保護法に規定する扶助を受給している又はそれに準ずる身体障害者が、施設に入
所又は通所して訓練を受けるための更生訓練費の支給。

利用人数
人 0 - 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-04 社会福祉課04 福祉ホーム事業 家庭環境等により居宅での生活が困難な障害者に低額な料金で生活の場を提供。 利用人数
人 3 - 継続 継続 継続 継続 継続

手話講座受講者数 人 14 15

自動車改造費助成利用者数 人 0 -

出展者数 人 83 100

福祉タクシー利用件数 件 3,394 -

心身障害者介助慰労金受給者
数

人 144 -

重度心身障害者等福祉年金受
給者数 人 731 -

心身障害者慰問金受給者数
人 129 -

特定疾患者給付金受給者数
人 231 -

精神障害者医療費（精神通院）
利用人数

人 99 -

精神障害者医療費(マル精）利
用人数

人 129 -

4-01-08 社会福祉課08 重度身障ねたきり紙おむつ等
支給事業

在宅で介護等を受けている寝たきりの身体障害者に対し紙おむつを支給。 受給者数
人 4 - 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-09 社会福祉課09 在宅福祉サービス事業 自立支援給付の対象とならない障害者に対しヘルパー派遣・デイサービスを行う。 在宅福祉サービス利用者数
人 0 - 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-10 社会福祉課10 遺族会関係事業 葛城市遺族会の事務局を設置し、活動を支援。
毎年１０月１日に新庄文化会館にて戦没者追悼式を挙行。

戦没者追悼式出席者数
人 300 300 継続 継続 継続 継続 継続

4-01-11 社会福祉課11 福祉総合ステーション指定管理
事務

福祉の総合施設として、市民に対し温水プール・風呂・カラオケ・パターゴルフ・卓球等を
提供している。

施設利用者数
人 124,100 123,000

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

4-01-12 社会福祉課12 社会福祉協議会運営補助業務 地域福祉の推進を図るため、その中核的役割を担う葛城市社会福祉協議会の運営を支
援することで、住民福祉の増進を図る。

社会福祉協議会会員数
人 1,566 1,500 継続 継続 継続 継続 継続

4-02-01 子育て福祉課01 保育所管理・運営事業 ・公立保育所３ヶ所と私立の保育園３ヶ所がある。
・保護者が仕事や病気等で児童を保育できないときに入所できる。
・対象児童　生後６ヶ月～５歳
・保育時間　午前８時００分～午後４時0０分（ただし、保育所・園によっては午前・午後の
時間延長も行っている。）

入所措置児童数

人 974 870 継続 継続 継続 継続 継続

Ｂ：磐城第２保育所整備事業
％ - -

Ｃ：民間保育所整備支援業務
　　　（華表保育園） ％ - -

Ｄ：浄正院保育園整備事業
％ - -

児童館年間利用者数

人 4,348 4,500

学童年間利用者数

人 85,985 86,000

4-02-04 子育て福祉課04 児童館・学童保育所整備事業 【学童】保護者が労働等により、昼間家庭にいない小学校児童等（以下「放課後児童」と
いう。）に対し、学校の空き教室等で授業の終了後に適切な遊び及び生活の場を与え、
その健全な育成を図る。

磐城学童保育所整備事業
％ 0 100 継続 継続 継続 継続 継続

つどいの広場利用者
人 8,677 8,800

子育て教室利用者
人 2,183 2,200

4-02-06 子育て福祉課06 ファミリー・サポート事業 　援助会員及び利用会員の募集、登録、援助会員の講習、相互援助活動の調整などを
行い、ファミリー・サポート・クラブのスムーズな運営に努める。

会員数

人 376 0 継続 継続 継続 継続 継続

クリーンセンター（焼却施設）運
営

継続 継続

継続

統合･連携 継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続 継続

継続

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

3-05-02

継続

継続

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ06

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ07

継続 継続

し尿収集業務

継続

2,400

11,00010,162㌧

一般家庭ごみ収集・受入れ業
務

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ05 ごみ減量化推進事業

4-01-06 社会福祉課06 福祉年金・給付金等支給事業

3-05-07

委託業者により、粗大ごみ・資源ごみ・不燃ごみの分別収集

3-05-06 一般家庭ごみを直営・委託で週２回収集、許可業者等の搬入受入、既存ステーションの
管理・新設協議・連絡。

リサイクル施設運転管理及び
資源ごみ等収集運搬業務

158,998158,998円

し尿汲取り業務

ｋｌ 2,402

社会福祉課07 精神障害者医療費助成事業 精神障害者の精神疾患通院医療費と医療費全般の自己負担金に対する助成。

4-02-05 子育て福祉課05 子育て支援センター事業 　地域の子育て支援拠点として、子育てに関する情報提供や相談、子育てサークルの育
成・支援などの各種子育て支援事業を行う。

社
会
福
祉
課

4-01-05 社会福祉課05 社会参加支援事業 講座、作品展の開催、タクシー券の交付等により障害者の社会参加の促進を図る。

汲取り便槽利用者の汲取りを実施

一般家庭ごみ収集事業

ダイオキシン類分析調査、ごみ質等分析調査、焼却残灰等を最終処分地への運搬、埋
立処分、可燃ごみの焼却処分。

3-05-05

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ02

子
育
て
福
祉
課

保
健
福
祉
部

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

終了･完了 終了･完了 終了･完了

継続 継続 継続

4-02-02 子育て福祉課02 保育所整備事業 市が策定する保育所の整備計画に基づき、保育所整備を行う。

4-02-03 子育て福祉課03 児童館・学童保育所管理・運営
事業

【児童館】児童の心身の健全な育成と福祉の増進のため設置し、子どもたちに豊かな体
験活動の機会を提供し、子どもたちが「ゆとりの中で生きる力をはぐくむ」を目的としてい
ろいろな活動を実施しています。
【学童】保護者が労働等により、昼間家庭にいない小学校児童等（以下「放課後児童」と
いう。）に対し、学校の空き教室等で授業の終了後に適切な遊び及び生活の場を与え、
その健全な育成を図る。

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

障害者やその介助者及び難病の罹患者に対し慰労金・年金・給付金等を支給。

4-01-07

継続 継続 継続 継続 継続

継続 継続 継続 継続 継続

継続 継続

終了･完了 終了･完了

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)
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今後の方向性
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課長 部長 前回 今回 推進本部
4-03-01 長寿福祉課01 老人クラブ育成事業 高齢者が住み慣れた地域で、活動的で生きがいのある生活ができるよう関係団体の育

成及び活動を支援する。
60歳以上の市民の寿連合会加
入者割合 ％ 42 41 継続 継続 継続 継続 継続

4-03-02 長寿福祉課02 一般高齢者施策事業 独居等の高齢者に対し、火災報知器等の日常生活用具の給付、軽度な日常生活上の
援助、緊急通報装置の設置、昼食時安否確認を兼ねた配食、低所得者に対する電話
料金基本料の助成。
寝たきりや外出困難な高齢者に対し、理美容師の出張経費の補助や訪問歯科診療の
実施。

事業利用者数

人 234 275 継続 継続 継続 継続 継続

4-03-03 長寿福祉課03 敬老事業 「敬老の日」に70歳以上の高齢者を対象に、敬老の意を表すとともに高齢者の福祉の
増進を図る。
満100歳、88歳を迎えた高齢者に敬老祝品を贈与。

70歳以上の市民の敬老会参加
者割合 ％ 14 13

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
継続

(要改善)
継続

(要改善)

4-03-04 長寿福祉課04 老人憩いの家管理事業 高齢者憩いの家として、教養の向上、レクリエーション等の場の提供。 当該地区の利用者の割合
％ 50 50 継続 継続 継続 継続 継続

長寿福祉課05 シルバー人材センター会員数
人 182 196

ゲートボール場利用者数
人 1,400 1,400

4-03-06 長寿福祉課06 家族介護支援事業 要介護高齢者を介護している者や65歳以上ひとり暮らし高齢者、また認知性高齢者及
びその家族に対して介護、認知症についての啓発情報提供、紙おむつの現物支給、ひ
とり暮らし老人宅の訪問、介護者相互間の交流会、要介護4、5の高齢者の介助者に介
護慰労金を支給。

事業利用者数

人 408 358 継続 継続 継続 継続 継続

4-03-07 長寿福祉課07 地域自立生活支援事業 65歳以上独居その他の高齢者に対して、定期的に栄養バランスのとれた昼食を訪問に
より提供することで自立支援を図る。緊急通報に対し、専門的知識を有するオペレー
ターが支援、福祉の向上を図る。

事業利用者数

人 324 328 継続 継続 継続 継続 継続

4-04-01 いきいきｾﾝﾀｰ01 いきがい対策事業 高齢者の、心身の健康保持、教養の向上、レクリエーションの場等を提供し、いきいき
とした生活を過ごすための事業を総合的に実施。
・定期教室の開催・無料健康相談の開催・各部屋の貸し出し・送迎バスの運行など。
・いきいきセンター運営委員会を開催し、運営の向上に努める。

いきいきセンター年間利用者
数

人 32,233 32,120 継続 継続 継続 継続 継続

4-04-02 いきいきｾﾝﾀｰ02 いきいきセンター管理運営業
務

６０歳以上の高齢者が健康で明るい生活を営む施設の維持管理を行うため、館内の日
常清掃、設備・機器の稼働等の業務及び定期的な清掃、設備・機器の保守点検、維持
修繕等の管理に努める。

いきいきセンター年間利用者
数 0 32,233 32,120 継続 継続 継続 継続 継続

4-05-1 こども若者サポートセンター01虐待予防事業 健康増進課の妊娠届出時の特定妊婦の発見、乳幼児健診や乳児家庭全戸訪問事業
や保育所幼稚園小学校あるいは病院等から要指導児童・要保護児童の早期発見と要
保護児童対策地域協議会の調整機関が、児童相談所との連携のもと虐待を受けた児
が、良好な家庭環境で生活できるように支援体制を構築していく。

0

0 0 0 継続 継続 継続 継続 継続

不登校児童の全児童数に占め
る割合 ％ 0.34 0

不登校生徒の全生徒数に占め
る割合 ％ 3.00 2

4-05-3 こども若者サポートセンター03インクルーシブ教育システム構
築事業

乳幼児期から障がいの早期発見・支援をおこなう。保育所・幼稚園・小中学校・大学社
会人になるまで、障がいのある子もない子もできる限り同じ場で学び就労まで切れ目の
ない支援を行う。

サポートブック活用数

人 作成中 作成中 継続 継続 継続 継続 継続

健康増進課01 母子健康管理事業 乳幼児相談参加者の経観児の
延べ参加者数 人 390 400

乳幼児健診未受診者のフォ
ロー率 ％ 100 100

健康増進課02 母子健全育成事業 乳幼児相談参加延べ人数
人 1,012 1,000

新生児・乳児訪問数（実人員）
人 272 300

4-06-03 健康増進課03 健診事業 葛城市の実施する集団健診、又は県内医療機関における個別健診において、特定健
康診査、プレ特定健康診査、健康増進法に基づく健康診査を実施する。

特定健診受診率

％
32.1

(見込み）
33 継続 継続 継続 継続 継続

健康増進課04 保健指導事業 積極的支援対象者参加率
％ 22.4 30

動機付け支援対象者参加率
％ 37.0 45

4-06-05 健康増進課05 健康教室事業 健康教育、心の健康づくり教室、健康手帳交付、親子料理教室において、保健師、管
理栄養士による指導、各種講師による講演会等を実施。

健康づくり自主活動グループ
数 組 3 3 継続 継続 継続 継続 継続

健康増進課06 各種がん検診の受診率

％

胃8.8%・肺
10.4%・大
腸18.3%・

子宮
13.5%・乳

がん
12.6%・前

立腺11.5%

胃10.0%・
肺11.0%・

大腸
18.5%・子
宮14.0%・

乳がん
13.5%・前

立腺11.0%

脳ドッグ受診者数 人 117 130

4-06-07 健康増進課07 健康づくり推進事業 きらり葛城市２１計画・食育推進計画の普及推進を図る。食育
健康づくりボランティアの育成。

健康づくり推進員自主活動大
字数 回 21 20 継続 継続 継続 継続 継続

4-06-08 健康増進課08 献血啓発事業 赤十字血液センターが実施する献血活動を啓発する。 市内での献血実施回数
回 4 4 継続 継続 継続 継続 継続

4-06-09 健康増進課09 施設運営事業 センターの利用申請書、行政財産利用許可申請を審査し適切な施設利用、施設運営を
管理する。

施設利用者数
人 17,321 18,000 継続 継続 継続 継続 継続

4-06-10 健康増進課10 施設管理事業 機器、備品等の管理を行い、必要がある場合は修繕を施す。
両センターの清掃業務を業者及び葛城市シルバー人材センターへ委託する。
両センターの施設及び各種設備の保守又は管理を業者へ委託する。
両センターの警備業務を業者へ委託する。

施設内での事故件数

件 0 0 継続 継続 継続 継続 継続

4-06-11 健康増進課11 補助金交付事業 各種団体からの補助申請を受理し、精査の後、適切であると判断した場合は、補助金
を交付する。

補助金額
円 460,000 460,000 継続 継続 継続 継続 継続

4-06-12 健康増進課12 救急医療体制整備事業 休日、夜間において診療を必要とする市民が適切な医療を受けることができる体制整
備

葛城地区休日診療
人 1,124 1,050 継続 継続 継続 継続

4-06-13 健康増進課13 駐車場管理運営業務 駐車場の清掃、除草等を実施しセンター訪問者の安全管理に努める。 駐車場年間使用台数

台 7,994 8,100 継続 継続 継続 継続

4-06-14 健康増進課14 健康管理システム管理業務 保健管理システムを賃借し、市民の保健事業に関する情報を管理することで、各事業
実施に役立てる。
健康管理システムのソフトの賃借を業者に委託
システムを常に最適な状態に保ち、市民の保健事業に関する情報を管理することで、
各事業実施に役立てる。

保健事業の情報管理

人 23,578 23,600 継続 継続 継続 継続

継続 継続

継続

高齢者施設補助事業

継続 継続 継続 継続 継続

ペアレンツクラブ、離乳食教室（４か月、１０か月児健康診査同時実施）、乳幼児健康相
談、７か月児教室、新生児・妊産婦訪問指導、母子訪問指導等において、保健師、管理
栄養士、助産師等による指導、相談等を実施。

妊娠届出時の保健指導や母子健康手帳の発行。乳幼児（１歳６か月児、３歳６か月児、
４か月児、１０か月児、２歳６か月児）健診等。

継続

継続 継続

検診事業

4-06-02

長
寿
福
祉
課

高齢者の就業機会の増大と、高齢者の能力を生かした活力ある地域づくりを推進する
ため葛城市シルバー人材センターに対し、助成を行う。高齢者の介護予防やレクリエー
ションの場であるゲートボール場の土地賃借料の補助を大字に対して行う。

い
き
い
き
ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

4-03-05

4-06-04

継続 継続

健診受診後等、生活習慣病予防が必要な市民に対し、訪問や健康相談にて保健師、
管理栄養士による保健指導を実施。
市内幼稚園・保育園(所)に園児を対象とし、フッ化物洗口を実施。

継続

4-06-06

継続

4-06-01

こ
ど
も
・
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

継続 継続

平成３０年度事務事業評価一覧表 Ⅱ

※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。
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整理
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シート名 事務事業名 事務事業の具体的内容
成果指標

単位

今後の方向性

指標名
29年度
実績

目標

4-05-2 こども若者サポートセンター02子ども若者支援事業 妊娠期からおおむね40歳までの子ども若者に関するすべての総合相談窓口として、虐
待予防・支援、不登校支援、ニートひきこもり支援を臨床心理士・保育士・保健師・社会
福祉士等それぞれの専門性を生かすとともに、子ども若者支援地域協議会関係機関
等と連携し支援していく。

継続

・葛城市の実施する集団健診、又は市内医療機関及び県内医療機関における個別健
診において、各種がん検診（胃がん、肺がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん、大腸が
ん）、ピロリ菌検査を実施。
・葛城市の実施する集団健診において、結核検診を実施。
・申請のあった者に対して、脳ドック検診受診料に対して一定の基準のもと、助成金を
交付。

二次評価
推進本部

継続 継続

継続 継続

継続

一次評価

継続

継続

健
康
増
進
課

継続

継続

継続

継続

継続

保
　
　
健
　
　
福
　
　
祉
　
　
部
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※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。
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単位

今後の方向性

指標名
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実績

目標

二次評価
推進本部一次評価

都市計画課01 街路事業施設維持管理事業 近鉄新庄駅地下道清掃回数
（年間） 回 108 108

ＪＲ大和新庄駅周辺維持管理

回 48 48

5-01-02 都市計画課02 吸収源対策公園緑地事業 「葛城市緑の基本計画」の「総合的な緑地の配置計画」に基づき、日常圏を対象とした
公園を整備する。なお、要件として一箇所当たりの事業対象面積は５００㎡以上かつ、
高木を含む緑化率８０％以上が必要である。

事業進捗率

％ 100 85 継続 継続 継続 継続 継続

カーブミラーの設置修繕本数
本 160 129

道路区画線、防護柵の整備延
長

ｍ 6,273 7,500

5-02-02 建設課02 道路維持補修事業 地元要望等及び道路パトロールにより、現場確認の上、緊急度の高い順に路面舗装、
排水管補修など道路維持事業を直営又は請負により実施する。

処理対応割合
％ 100 100 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-03 建設課03 道路新設改良事業 地元要望により道路幅員の拡幅、路面舗装、歩車道の段差解消など道路の改良事業
の実施

要望、必要工事完成率
％ 95 80 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-04 建設課04 地方道路交付金事業 地元要望を踏まえバイパス道路の拡幅などの道路の改良事業を基盤とした地域活性
事業

工事完了率
％ - - 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-05 建設課05 災害復旧事業 災害発生時に復旧に要する作業 復旧率 ％ 100 100 継続 継続 継続 継続 継続

公園館維持管理事業 ふるさと公園利用者
人 71,000 75,000

１㎡当たり維持管理コスト 円 307 339

樹木の剪定・消毒・施肥及び除
草等を行った箇所数 箇所 45 45

児童公園等樹木及び枯木の伐
採・除伐をした箇所数 箇所 6 5

市営住宅使用料収納額 千円 14,521 14,463

市営住宅修繕料 千円 444 1,500

5-02-09 建設課09 尺土駅前周辺整備事業 ターミナル拠点として市の玄関口にふさわしい駅前広場整備 事業の完成率
％ 82 86 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-10 建設課10 地域活性化（道の駅）整備事業 道の駅を核とした地域産業・観光の活性化を目指した整備事業 事業の完成率
％ 100 - 終了･完了 終了･完了 継続 終了･完了 終了･完了

5-02-11 建設課11 国鉄・坊城線整備事業 大和高田バイパス、京奈和自動車道、南阪奈道路を含めた広域的な交通機能を高め
る整備事業

事業の完成率
％ 65 70 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-12 建設課12 社会資本道路改良交付金事業 周辺の集落内の狭小道路を通過する大型車による事故防止対策として、幹線道路と幹
線道路を結ぶルートを拡幅整備することで、市内の工業地域における物流及び交流の
活性化を図る事業

工事完了率

％ 60 85 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-13 建設課13 地域連携推進事業 今後老朽化する橋梁数の増大に対応するため、長寿命化計画を策定することにより、
従来の事後的な修繕及び架替えから予防的な修繕及び計画的な架替えへの転換を図
るとともに、橋梁の長寿命化並びに橋梁の修繕及び架替えに係る費用の縮減を図るこ
とを目的とする事業

工事完了率

％ 100 100 継続 継続 継続 継続 継続

5-02-14 建設課14 法定外公共物管理事業 法定外公共物の使用許可・工事許可に基づく許可申請の際に法定外公共物の目的を
阻害しないよう、行為に制限をかける。また、使用料の徴収や継続・変更等届けの許認
可の内容を更新するとともに、払い下げ・付け替え等、法定外公共物を本来の目的に
支障のない範囲で処分し、運用する。

工事完了率

％ 100 100 継続 継続 継続 継続

5-02-15 建設課15 境界明示・法定外公共物資料
交付

境界明示の問い合わせや申請があった際に既存の許可書や資料の写しを交付 工事完了率

％ 100 100 継続 継続 継続 継続

5-02-16 建設課16 奈良県住宅新築資金等貸付金
回収事務

奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理を委託している組合との事務連絡、および収
納管理業務。

事務完了率

％ 100 100 継続 継続 継続 継続

継続継続

継続継続

継続

年2回、近鉄新庄駅前広場及びポケットパーク・ＪＲ大和新庄駅前広場及び公園の除草
剪定業務委託を行い、安全で快適な空間の維持に努めている。また、職員による除草
剪定とともに散水、ごみ拾い等を行い維持管理に努めている。
近鉄新庄駅地下道についても、週２回（火・金）の清掃と年3回の特別清掃業務を委託
し、維持管理を行っている。
駅前通り線の街路樹剪定・除草については、業務委託及び直営作業を行い維持管理
を行っている。また街灯等の維持修繕についても必要に応じて実施している。

市営住宅の維持管理、修繕等を行う。入居者募集及び使用料の徴収を適切に行う。

継続 継続

継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

道路交通安全整備事業建設課01

公園緑地維持管理事業

継続
(要改善)

都
市
計
画
課

公園及び緑道の環境を整え、安全かつ効果的に保持し、利用者が安心快適に利用で
きるようにする。

ふるさと公園内の修繕や清掃、施設整備などにより公園の美観や安全性を保ち、安全
で良好に利用できるようにする。

5-02-08

継続

5-01-01

5-02-01

5-02-07

5-02-06

市営住宅管理事業

建設課06

建設課07

建設課08

直営による保守管理・交通安全施設の新設及び不良箇所の維持修繕を行う。

継続
(要改善)

継続

継続

継続
継続

(要改善)

継続 継続

建
設
課

都
市
整
備
部

継続
(要改善)

継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続



今後の方向性
二次評価

課長 部長 前回 今回 推進本部

平成３０年度事務事業評価一覧表 Ⅱ

※今後の方向性･･･継続、継続（要改善）、縮小、統合・連携、休止・廃止、終了・完了　　　　　※成果指標の「－」は、設定になじまないもの及び、算出不能な数値等を表します。

担当
所属

整理
番号

シート名 事務事業名 事務事業の具体的内容
成果指標

単位

今後の方向性

指標名
29年度
実績

目標

二次評価
推進本部一次評価

新規就農者数 人 5 0

担い手農家数
人 50 0

土地改良区検査件数
件 6 0

分水現地調査件数
件 40 0

転作達成率
％ 0 0

保全管理面積
ha 0 0

被害面積（イノシシ） ha 5 0

被害面積（アライグマ） ha 10 0

里山林機能回復面積
ha 2 0

間伐面積
ha 10.0 0.0

畜産業認定農業者数
人 9 0.0

0
0 0 0

6-01-07 農林課07 農業関連施設管理事業 地域農業の振興と活性化を図る。 休養センタ－施設利用件数
件 250.00 0.00

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
継続

(要改善)
継続

(要改善)

6-01-08 農林課08 農業土木事業 老朽化したため池、水路等を改修する。又農地における災害時において復旧に努める
ことにより農地の保全と質的向上の促進を図る。

ため池改修

箇所 3 0 継続 継続 継続 継続 継続

ゆめフェスタｉｎ葛城参加者 人 30,000 0

0 0 0 0

かつらぎ山麓ウォーク参加人
数

人 800 0

かつらぎ山麓フェア参加人数 人 - 0

6-01-11 農林課11 地域活性事業 地域の新鮮な農産物等、地場食材の販売により、新たな産業育成や雇用を創出する。 決算額

千円 5,000 0 縮小 統合･連携 継続 統合･連携 統合･連携

災害復旧
箇所 3 0

0
箇所 0 0

災害復旧
箇所 3 0

0
箇所 0 0

6-02-01 商工観光課01 消費生活相談事業 相談窓口を設置し、相談員が消費者の苦情やトラブルに対しての相談に応じ、問題を
解消していく。消費生活に関するパンフレット等を作成、配布することにより消費生活に
おける知識向上と、消費者トラブルの未然防止を図る。また、高齢者等団体に対して出
前講座を実施する。

消費生活相談（者）数

件 55 50
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

(要改善)

6-02-02 商工観光課02 中小企業資金融資制度事業 市内の中小企業者の金融の円滑化を図るため、その事業に必要な融資の斡旋を行
い、経営の近代化、合理化及び体質の安定強化、企業の成長発展振興を図る。

融資借入件数
件 25 30 継続 継続 継続 継続 継続

6-02-03 商工観光課03 商工振興活性化事業 商工会・市内の商工団体に、運営・事業に対しての補助金を交付する。 補助団体数
団体 6 6

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

6-02-04 商工観光課04 小規模事業者支援事業 葛城市商工会が窓口となって借入を行う中小企業経営者に対して、市が融資に係る利
子の一部助成を行う。

利子補給率
％ 4.2 4.0 継続 継続 継続 継続 継続

商工観光課05 企業内人権啓発事業 総会への参加率
％ 50 50

研修会等への参加率
％ 50 50

6-02-06 商工観光課06 観光施設維持管理事業 葛城市の観光に訪れた方に対して快適に施設を使って頂くよう維持管理を行う。 観光駐車場駐車延べ台数
台 1,333 1,500 継続 継続 継続 継続 継続

6-02-07 商工観光課07 観光活性化事業 観光事業、観光客の誘致、観光情報の発信によるPR、相撲館等の観光施設の維持を
行うと共に葛城市の観光振興に努める。

0
0 0 0

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

インバウンド政策（外国籍の来
館者、通訳等の付添者の入館
料免除）

人 742 800

観光休憩所利用者数
（相撲館有料入館者含む） 人

18,030
（4,492）

22,000
（10,000）

6-02-09 商工観光課09 企業誘致の推進 県の関係部局と連携を図りながら、工業用地等に企業を誘致する。 誘致企業数

社 0 1
継続

(要改善)
継続

(要改善)
継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

8-01-01 下水道課01 下水道建設事業 公共下水道管渠等の整備 公共下水道整備人口 人 230 200 継続 継続 継続 継続 継続

8-01-02 下水道課02 下水道特別会計運営事務 公共下水道事業における経常的な事務の執行
・公共下水道使用料徴収事務

下水道使用料徴収率
％ 97 99 継続 継続 継続 継続 継続

8-01-03 下水道課03 特定事業場水質管理事業 適切な届出の指導審査により、排水を監視指導する。 特定施設の審査、監視件数
件 39 42 継続 継続 継続 継続 継続

8-01-04 下水道課04 排水設備設置事業 下水道管接続のための許可等の申請時や、排水設備の確認申請時の審査及び施工
完了時の竣工検査を行う。

排水設備確認申請件数
件 351 290 継続 継続 継続 継続 継続

8-01-05 下水道課05 下水道施設維持管理事業 下水道施設の位置や構造、能力を適正に把握し、公共施設として安全で快適な暮らし
を保持するため、維持管理を継続的に実施して十分にその機能を発揮させる。

下水道管渠延長
ｋｍ 257 259 継続 継続 継続 継続 継続

公共下水道管渠等の整備 公共下水道整備人口
人 230 200

１ｔ当たりの原水取水費用
円 14.8 -

水道事業に係る事務所等の資産を適正に管理し、運用する。 公用車走行距離 ｋｍ 49,752 -

公用車燃費（走行距離／燃料）
ｋｍ／ｌ 9.47 -

公用車・事務所等事故発生件
数 件 2 0

　上記のうち保険非適用
件 0 0

水道メーター検針により使用量を確認し、水道使用世帯(事業所を含む）から水道料金
を徴収する。

金融機関口座振替による収納
件数 件 72,034 - 継続

コンビニ窓口支払による収納
件数 件 9,612 -

金融機関口座振替による収納
率

％ 84.82 -

コンビニ窓口支払による収納
率

％ 11.32 -

水源池等から取水した原水を浄水場等の施設や薬品等により浄水し、水道水として供
給する。

配水量
千t 4,464 -

配水量／取水量
％ 94.4 -

給水・配水管等の維持管理を行うため、配水管等の布設工事の計画、設計、監督、竣
工検査、工事施工上の諸手続を行い、水道水の安定した供給を行う。

耐震管への更新率
％ 0.24 1

残余石綿管率 ％ 0.11 0

有収率 ％ 95.0 96

導水管・送水管・配水管延長の
合計 km 229.9 233

給水申請に基づき、量水器を設置し、また、法定により設置から8年を経過した量水器
を取替え、良好な状態を維持し、管理を行う。

量水器１個当たりの取替費用
（13mm）

円 1,361 -

量水器１個当たりの取替費用
（20mm）

円 1,706 -

量水器１個当たりの取替費用
（25mm）

円 1,966 -

水道水を安定して供給するため、奈良県営水道から受水して供給する。 総取水量のうち県水受水量の
占める割合 ％ 22.5 -

１ｔ当たりの県営水道受水費用
円 132.7 -

8-02-07 水道課07 原水取水業務 水道水を低料金で供給するため、水源池等から原水を取水する。 総取水量のうち原水取水量の
占める割合 ％ 78.7 -

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
継続

(要改善)
継続

(要改善)

議
会
事
務
局

9-01-01 議会事務局01 議会事務 会議の準備・開催・記録などの議事関係事務。議会図書の整理、他市への照会・調
査、議員研修、行政視察受け入れなどの議員活動支援事務。会議録の作成、ホーム
ページへの掲載、会議映像配信などによる議会情報公開事務等。

傍聴者数

人 377 300 継続 継続 継続 継続 継続

8-01-06 下水道課06 下水道建設事業

継続 継続 継続 継続 継続

鳥獣による生活環境、農林業又は生態系に係る被害の防止のための鳥獣の捕獲等又
は鳥獣の卵の採取等、いわゆる有害鳥獣駆除のための鳥獣捕獲許可の実施及び助
成。

継続 継続

葛城市農政活性化推進協議会において転作助成単価・目標面積等を策定し、各大字
に配分し実績にもとづく助成を行っている。

農業の振興を図り、地域の発展と活性化に寄与する農業団体に対し、事業の円滑な推
進と団体の健全な育成を図ることを目的とする補助金を交付する。将来を見据えた農
業の振興を図り、担い手の育成や農業振興地域の有効活用を図る。

葛城市の農業用水は、吉野川分水にほとんどが依存しており、地域の農業の活性に寄
与する吉野川分水管理を各地域の土地改良区等に依存していることにより、用水管理
事業の円滑な推進及び団体の健全な育成を図ることを目的とする補助金を交付する。

継続

継続 継続

継続
(要改善)

継続

継続

継続 継続 継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続 継続

継続

農業振興事業

農業用水管理事業

経営所得安定対策推進事業

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

11月７日に当麻寺駅より當麻寺境内の至る参道において開催。
市民相互の交流の場を提供し、約１５０団体による模擬店の出店などの協力を得て、多
くの市民が集えるイベントとする。

継続

継続
(要改善)

継続 継続

継続

継続

継続

統合･連携

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続

8-02-02 水道課02 水道料金徴収業務

継続 継続 継続 継続

継続 継続継続

継続

水道課06 県営水道受水業務

継続
(要改善)

継続
(要改善)

8-02-04 水道課04 給水・配水管等工事業務

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

8-02-05 水道課05

継続

継続

継続 継続 継続

継続

継続
(要改善)

給水装置管理施工業務

有害鳥獣駆除事業

林業振興事業

畜産事業

ゆめフェスタｉｎ葛城

農村資源を活かした地域づくり
事業

継続 継続

継続

相撲館維持管理事業

遊休農地を借り受け耕作し、次の担い手に繋げる

年１回、葛城山麓ウォークを開催し、農村資源を広く一般に周知することで、農村を活
性化する

畜産業の振興を図り、事業の円滑な推進と団体の健全な育成を図る。

6-01-02

商工観光課08

6-01-03

6-01-09

6-01-06

6-01-12 農林課12 農業委員会運営業務

6-01-05

農林課01

農林課02

農林課03

農林課04

農林課05

農林課06

農林課09

農林課10

継続

継続
(要改善)

統合･連携

継続

継続
(要改善)

6-01-13 農林課13 台風２１号に係る災害復旧に
関する業務

台風被害を受け、耕作困難となった農地及びため池・水路の災害復旧に努める

継続 継続

森林の造成を推進し、森林資源の培養と水資源の凾養、自然環境と林地の保全を図
る。又、計画的な森林経営を図り、森林の豊かな成長を促進するため、林地の調和の
とれた森林整備を行う。

8-02-01 水道課01 事務所等資産管理業務

継続

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続
(要改善)

継続

継続

継続

継続 継続

上
　
　
下
　
　
水
　
　
道
　
　
部

企業内人権教育推進協議会を運営し、各企業において人権問題・男女共同参画等の
取組を推進してもらえるよう啓発を行う。

統合･連携

6-02-08 ワンパク相撲大会（観光協会主催）や相撲体験入門の開催、けはやまつりなどを通じて
相撲の普及活動及び相撲を通じての観光の活性化を図る。

6-02-05
商
工
観
光
課

産
業
観
光
部

継続

継続

継続継続

統合･連携

継続
(要改善)

継続

農
林
課

6-01-10

水
道
課

8-02-03 水道課03 水道施設管理運営業務
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